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tsr-204 / 輸保貯-204 

段階： Design 

廃炉プロセス 「輸送・保管・貯蔵（燃料に由来するα核種が含まれる廃棄物含む）」 

  検討対象 「安定状態の維持」 

    課題 「収納缶仕様の設計」 

ニーズ 

1. デブリからの溶出物による水汚染と、それによる収納缶への影響を把握し

たい。 

輸送・保管・貯蔵：【中期】 

望ましい状態とその理由 

⚫ 燃料デブリに含まれると想定される影響物質に関して、保管時の安全性に及ぼす影響因子のデ

ータおよび評価方法を整備することが望ましい。 

⚫ 燃料デブリの保管成立性検討の基盤情報（安全評価時の核種挙動に関するパラメータ等）を整

理することが望ましい。 

理想に対する現状 

⚫ 燃料デブリの性状把握に向けた研究開発が実施されている。また、2024 年 9 月から試験的取り

出しが開始されたため、今後は燃料デブリの性状に関するデータが拡充されていくと考えられ

る。 

⚫ 燃料デブリではないが、実規模での ALPS スラリー脱水物の処理可能性、収納缶材料候補の腐食

耐性が検討されている。 

解決すべき課題 

⚫ 燃料デブリに含まれる化学物質の知見を取得し、データを拡充する必要がある。 

⚫ 収納缶の劣化を評価するために、移送・保管環境時の収納缶に対する劣化や腐食等の影響を評

価する必要がある。 

参考文献 

• 東京電力ホールディングス㈱福島第一原子力発電所の廃炉のための技術戦略プラン 2024、原子

力損害賠償・廃炉等支援機構、2024 年 9 月 27 日 

o https://dd-ndf.s2.kuroco-edge.jp/files/user/pdf/strategic-

plan/book/20240927_SP2024FT.pdf 

• 廃炉・汚染水対策事業費補助金（固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発) In-Can ガラス固

化技術の適用性評価- 2021 年度 成果報告 –、Orano ATOX D&D SOLUTIONS Co., 

Ltd.(ANADEC)、2022 年 
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o https://dccc-program.jp/files/20221011ANADEC_j.pdf 

（参考）関連する研究課題 

実施されている研究課題 

• 特になし 

検討されている研究課題 

• 特になし 

2. 移送・保管システムの安全評価に必要となる評価手法を確立したい。 

輸送・保管・貯蔵：【長期 1】 

望ましい状態とその理由 

⚫ 従前の技術開発では収納缶や移送・保管システムの基本設計をまとめる観点から要素試験を中

心とした検証を行っているが、システムとしての検証が必要である。 

⚫ 移送・保管システムを設計する上での安全機能の分担および要求事項を明確化する。 

⚫ 収納から保管に至るまで安全かつ合理的に行うため、各プロセスの処理能力・リスク・施設の

合理性等について分析・評価し、最適化する。 

⚫ 収納缶構造検証試験の立案および検証試験の実施／評価による検証を進め、収納缶設計に反映

させる。 

理想に対する現状 

⚫ 廃棄物の発生から保管、分別・減容・安定化等の処理を経て長期保管あるいは処分に至る流れ

が整理され、選択肢の選定・絞り込みを行う際の基準となる考え方や判断指標が検討されてい

る。 

解決すべき課題 

⚫ 各部位に対する要素試験から得られた収納缶設計仕様に関し、運用性等を考慮した収納缶全体

での成立性を検証する必要がある。 

⚫ 選択肢の選定・絞り込みには様々な情報を必要とするため、それらの整備結果を活用して横断

的に情報整備を進める必要がある。 

参考文献 

• 東京電力ホールディングス㈱福島第一原子力発電所の廃炉のための技術戦略プラン 2024、原子

力損害賠償・廃炉等支援機構、2024 年 9 月 27 日 

o https://dd-ndf.s2.kuroco-edge.jp/files/user/pdf/strategic-

plan/book/20240927_SP2024FT.pdf 

• 令和 3 年度開始「廃炉・汚染水対策事業費補助金（固体廃棄物の処理・処分に関する研究開

発）」2021 年度最終報告、技術研究組合 国際廃炉研究開発機構（IRID）、2022 年 9 月 

o https://irid.or.jp/wp-content/uploads/2022/08/2022015_kotaihaikibutsu.pdf 



-3- 

 

（参考）関連する研究課題 

実施されている研究課題 

• 廃炉・汚染水対策事業「燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発（燃料デブリ収納缶の移送・

保管に係る安全要件・仕様及び保管システムの検討）」 

o http://irid.or.jp/_pdf/20180000_03.pdf 

o http://irid.or.jp/wp-content/uploads/2018/06/20170000_03.pdf 

• R2 年度英知「α／β／γ線ラジオリシス影響下における格納容器系統内広域防食の実現：ナノ

バブルを用いた新規防食技術の開発」 

検討されている研究課題 

• 特になし 

3. 収納缶の遮蔽、除熱、密封、臨界防止を行いたい。 

輸送・保管・貯蔵：【中期】 

望ましい状態とその理由 

⚫ 収納缶を軽量化した場合、収納缶の遮蔽機能だけでなく、周辺機器や設備で遮蔽する必要があ

る。 

⚫ 収納缶からの自然放熱に加え、移送容器等のバスケットや施設内の空調等で周囲の温度環境を

担保する。 

⚫ 水素発生等による内圧上昇の観点等から収納缶は燃料デブリの過度な環境放出を防ぐのみとし

て密封せず、移送容器の機密性能で対応する。 

⚫ 収納缶単体で未臨界を担い、かつ収容の観点から可能な範囲で胴寸法を大型化することが望ま

れる。 

⚫ 収納する燃料デブリのサイズ・性状（塊状、粒状、粉状、スラリー・スラッジ状）の違いも考

慮した設計とする必要がある。 

理想に対する現状 

⚫ 2022 年度までに収納缶の基本仕様として、取扱性を考慮した全長や作業効率と未臨界維持を考

慮した内径、材質、蓋構造等の策定と、試験による健全性の実証が実施された。 

⚫ 2022 年度までにユニット缶内に格納した燃料デブリから発生する水素量の現実的かつ合理的な

予測法の検討、その予測法を用いた収納缶の蓋に設置される水素放出用ベント機構の検討が実

施された。 

⚫ その他、ユニット缶内に収納された燃料デブリの効率的な乾燥システムや条件の検討、収納缶

内での粉状燃料デブリの挙動検討とその検証のための試験準備が 2023 年度までに実施された。 

⚫ 上記の検討結果を参考に、段階的な取り出し規模の拡大に必要となる保管用収納缶や第一保管

施設の具体化や、取り出し規模の更なる拡大に向けた移送・保管のプロセスの検討、保管技

術・形式の調査と候補の絞り込み、燃料デブリの保管前に必要となる処理、保管場所までの移

送方法やルート等の検討も進められている。 
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解決すべき課題 

⚫ ユニット缶や収納缶の取扱いは遠隔装置を用いて安全かつ確実に継続して実施される必要があ

るため、詳細設計の初期の段階で想定される作業のモックアップを行う。 

⚫ 試験的取り出しや段階的に規模を拡大した取り出しにおいて収集・蓄積された水素発生量等の

データや、移送から保管までの燃料デブリの取扱いに関する知見や経験を活用することも重要

である。 

参考文献 

• 東京電力ホールディングス㈱福島第一原子力発電所の廃炉のための技術戦略プラン 2024、原子

力損害賠償・廃炉等支援機構、2024 年 9 月 27 日 

o https://dd-ndf.s2.kuroco-edge.jp/files/user/pdf/strategic-

plan/book/20240927_SP2024FT.pdf 

（参考）関連する研究課題 

実施されている研究課題 

• 廃炉・汚染水対策事業「燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発（燃料デブリ収納缶の移送・

保管に係る安全要件・仕様及び保管システムの検討、安全評価手法の開発及び安全性検証）」 

o http://irid.or.jp/_pdf/20180000_03.pdf 

o http://irid.or.jp/wp-content/uploads/2018/06/20170000_03.pdf 

• 廃炉・汚染水対策事業「燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発（粉状、スラリー・スラッジ

状の燃料デブリ対応）」 

o https://irid.or.jp/wp-content/uploads/2022/08/20220825syunousurajji.pdf 

検討されている研究課題 

• 特になし 

4. 燃料デブリの収納缶による移送方法や保管方式を立てたい。 

輸送・保管・貯蔵：【中期】 

望ましい状態とその理由 

⚫ 水素発生や腐食の原因となる水分量を減らすことができる乾式保管が合理的であり、そのため

に燃料デブリの乾燥技術の確立が求められる。 

⚫ 遠隔操作を考慮した取扱装置設置場所である増設建屋等との取合いや実機での運用性を反映す

ることが求められる。 

⚫ 収納缶に想定される温度、塩化物イオン濃度等の環境下で燃料デブリを安全に保管する必要が

ある。 

理想に対する現状 

⚫ 2022 年度までに、移送容器内の水素ガスの蓄積を考慮した安全な移送条件の設定が実施され

た。 
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⚫ 2022 年度までに、ユニット缶に格納した燃料デブリに対して適用可能で効率的な乾燥技術の開

発、及びその技術を用いた乾燥システムの検討が実施された。 

⚫ 従来の検討対象であった粒状、塊状燃料デブリに加え、ガス管理システムや冷却水循環システ

ムで回収されることが検討されている粉状、スラリー・スラッジ状の燃料デブリを安全、確

実、合理的に保管するための方法、及び必要となる機器や設備の検討に着手している。 

解決すべき課題 

⚫ 燃料デブリの性状に関する知見が限定的であることから、燃料デブリの性状を保守的に想定し

て機器・設備を設計することになるため、取り出し規模の更なる拡大時の収納・移送・保管の

ための設備、施設の設計では試験的取り出しや段階的に規模を拡大した取り出しにおいて収

集・蓄積される水素発生量や燃料デブリ性状等の各種計測データや、構内移送容器の受け入れ

から一時保管までの作業における燃料デブリの取扱いに関する知見や経験を活用して合理化を

進めることが必要である。 

参考文献 

• 東京電力ホールディングス㈱福島第一原子力発電所の廃炉のための技術戦略プラン 2024、原子

力損害賠償・廃炉等支援機構、2024 年 9 月 27 日 

o https://dd-ndf.s2.kuroco-edge.jp/files/user/pdf/strategic-

plan/book/20240927_SP2024FT.pdf 

（参考）関連する研究課題 

実施されている研究課題 

• 廃炉・汚染水対策事業「燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発（燃料デブリ収納缶の移送・

保管に係る安全要件・仕様及び保管システムの検討）」 

o http://irid.or.jp/_pdf/20180000_03.pdf 

o http://irid.or.jp/wp-content/uploads/2018/06/20170000_03.pdf 

• 廃炉・汚染水対策事業「燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発（燃料デブリの乾燥技術）」 

o https://irid.or.jp/wp-content/uploads/2023/06/2022013syuunoukankansouF202306.pdf 

検討されている研究課題 

• 特になし 

関連する課題 

➢ 輸保貯-101「性状把握」 

➢ 輸保貯-201「保管容器健全性評価・管理技術の開発」 

➢ 輸保貯-202「水素発生挙動の把握」 

➢ 輸保貯-205「臨界管理」 

➢ 輸保貯-301「輸送・保管・貯蔵方法の検討」 


